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公益財団法人 日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業、教育研究助成事業、教育文化事業）及び福祉事業は
教弘保険の契約者配当金により運営されており、日本の教育界に貢献しています。
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　明けましておめでとうございます。皆様にとって輝かしい初春をお迎えのこととお喜び申し上げます。また、皆様からの日頃の
ご支援に対し、衷心より感謝申し上げます。
　さて、亥（猪）年は、「新たな生命を宿し、次の段階を目指す準備をする年」と言われています。
　千葉教弘は、「教弘会員2万人」への拡大に向けて、原点に立ち返り、「皆様お一人お一人に教弘事業を知っていただくこと」
「多くの子どもたちに事業成果を還元していくこと」を目標に、誠実に事業に取り組んで参ります。
　また、皆様が健康で充実した教育活動ができますよう教育振興事業や福祉事業のさらなる充実を図り、精いっぱい応援して
いきます。
　今年度も幹事・運営委員・参事・事務局・ジブラルタ生命保険株式会社LC（ライフプラン・コンサルタント）等が一丸となり、
「チーム千葉教弘」として、教職員の皆様お一人お一人に「笑顔のシャワー」の対応に努め、皆様に信頼される千葉教弘を目指します。

　旧年中は大変に多くの皆様から教弘保険についてご理解
ご支援を賜り、誠にありがとうございました。
　“子どもたちの豊かで健やかな未来”のため毎日励まれて
いらっしゃる皆様に、経済的な安心と心の平和をお届けする
ことが私たちの使命です。本年も、船橋支社社員一同皆様
の信頼に応えるよう努力して参りますので、よろしくお願い申し
上げます。本年も皆様がご健勝でご多幸でありますよう、心から
お祈り申し上げます。

千葉支社
支社長  齋藤 孝康

　千葉に着任して4年目を迎えております。昨年も多くの皆様
に千葉教弘共済制度（教弘保険）のご理解をいただきました。
本当にありがとうございました。
　昨今、年金制度をはじめ、環境変化は激しいものがあります。
本年も、千葉教弘の事業を通じて、役に立つ情報をより多くの
皆様にお届けできるよう一層努力してまいります。皆様に
とって、本年がさらなる飛躍の年になりますようご祈念申し
上げます。
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　　　　　　        努めてまいります

謹んで新春を
お祝い申し上げます

新年明けまして
おめでとうございます

がんばる みんなの 応援団
今年も力をあわせて頑張ります！！

～新年のごあいさつ～

「笑顔のシャワー」の対応に
　　　　　　        努めてまいります



千葉教弘が発行している広報誌「きょうこう千葉」は、県内の公立小･中学校、高等学校、特別支援学校
幼稚園･こども園に発送しています。笑
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千葉教弘 検 索

ＵＲＬ☞http://chibakyoko.jp

検索は

自動車事故の対処方法と自動車保険について

▲ 積極的に参加する教職員の方々

▲ 講習の様子

交通安全講習

▲ 講習の資料

　2018 年 11 月に、船橋市立習志野台第二小学校（中野 誠校長）で職員

研修の一環として「交通安全講習」が実施されました。これは、千葉教弘の

提携保険会社である東京海上日動火災保険株式会社が企画・運営している

プログラムの1つで、千葉教弘の職員と同社の社員が講習を担当しました。

　講習では、自動車事故の発生傾向について、追突・出会い頭・右折時の

事故が多いことをふまえ、危険運転の実際の映像を見ながら事故防止の

ポイントを考え、発表していただきました。

　また、もし事故が発生してしまったら「どんな軽微な事故であっても必ず

警察に届け出をする！」などの初期対応ポイントやよくあるトラブル例が

紹介され、トラブルに巻き込まれないための相手との交渉や賠償の負担に

ついて、自動車保険の果たす役割をふまえて説明がありました。

　講習後、参加者からは「実際の映像で見落としがちなポイントが確認

できたので、自分の運転を見直そうと思う。」「事故を起こした時の対応を

再確認できてよかった。」との感想がありました。

　当日は教職員の皆様に積極的に参加していただき、講習中の質問にさまざ

まな声があがるなど、事故防止にとても関心のある様子が感じられました。

今後の通勤や日常での運転に役立てていただければ幸いです。

　交通事故発生の傾向や事故を起こしてしまったときの初
期対応など、大変わかりやすく教えていただきました。ま
た、事故を起こすと自分だけでなく、教育公務員全体の信
頼を失うことを改めて認識しました。本校では 8 割以上
の教職員が自動車または、オートバイで通勤しています。
今回の研修は日頃の運転を振り返るよい機会となりま
した。
　　　　　　　　　　習志野台第二小学校　中野 誠校長

「実施してみたい！」という
学校がありましたら

ぜひ千葉教弘(損害保険係)まで
お問合せください！
フリーダイヤル

0120-10-8851

情宣委員が取材してきました！    船橋市立習志野台第二小学校 IN

千葉教弘 ホームページ リニューアル！！


